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@サイクル

廃家電製品の出し方が
変わります!
~はじまります

家電製晶のリサイクル~

4月から「家電リサイクル法(特定家庭用機器再

商昂化法)J が施行されます。 この法律が施行される

と 、 テレビ ・冷蔵庫 ・ 洗濯機・工アコンの4白目に

ついては 、 町は収集を行いません。 家電4昂目を処

分する場合は、次の方法で処分をお願いします。

.

.

 買
い
換
え
時
に
電
器
店
に

'
圃
依
頼
し
て
く
だ
さ
い。

壊
れ
て
使
え
な
く
な
り
、
新
し

く
購
入
す
る
際
、
購
入
先
の
電
器

店
に
依
頼
を
す
れ
ば
引
き
取
っ
て

い
た
だ
け
ま
す

。

(そ
の
旨
電
器

店
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い

。

)

た
だ
し

、
同
じ
品
目
で
同
じ
個

数
に
限
り
ま
す

。

h固
EE 連購
11)( 購 絡入
ヲニ入 しし
ふし てた
た三 く電

52 芸書
iT QE 

司
温
そ
れ
以
外
の
ケ
1

ス
も

F
E

町
内
の
電
器
店
で
引
き

取
っ
て
い
た
だ
け
ま
す。

引
っ
越
し
で

電
器

店
が
遠
方
に
な
っ
た

り
、

電
器
店
が
廃
業

し
た
場
合
な
ど
も
町

内
の
電
器
店
で
引
き

取
っ

て
い
た
だ
け
ま

す
。町

内

で
引
き
取
っ

て
い
た
だ
け
る
電
器

店
が
決
ま
り
次

第
お

し

ら
せ
し
ま

す
。

な
お
、
家
電
4

晶
目
の
処
分
に

つ
い
て
は
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん

に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
・
収
集
運
搬

料
金
を
負
担
し
ア
凸
た
だ
き
ま
す
。

リサイクル料金 (消費税別)

エアコン

2，700円

4，600円

2，400円

3 ，500円

※ メ ー カーによってはリサイクル草ヰ金が

異なる場合があります。

洗濯機

テレビ

冷蔵庫+ 

収
集
運
搬
料
金
が
か
か
り
ま
烹

(料
金
は
小
売
店
ご
と
に
決
ま

っ

て
い
ま
す
。

)

図
回
目なるものを

なるべく出さない!

リ
サ
イ
ク

ル
は
ご
み
を
減
ら

す
だ
け
で
な
く
、
原
材
料
か
ら

つ
く
る
よ
り
も
エ
、
不
ル
ギ
l

の

消
費
が
少
な
い
た
め
、
大
気
汚

染
や
二
酸
化
炭
素
の

量
が
減
る

な
ど
、
環
境
的
に
も
大
き
な
メ

リ

ッ

ト

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
さ
え

す
れ
ば
、
ご
み
や
環
境
汚
染
が

な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
の
前
に
大

事
な
の
は
、

要
ら
な
い
も
の
、
ご
み
に
な
る

も
の
を
極
力
出
さ
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
必
要
の
な
い
も
の

は
な
る
べ
く
買
わ
な
い
、
賀
っ
た

の
も
は
大
事
に
使
っ
て
長
く
使

う
、
使
え
る
も
の
は
ほ
か
の
人

に
譲
る
・
:
な
ど
、工
夫
で
き
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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家電リサイワ~L

圃
が家な
で電ぜ
きリ
たせ

勾
法

-
司
副
わ
が
国
に
お
け
る

一
般
廃

-FA--

-
F
圃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

叩
%
と
低
く
、
今
の
ベ
l

ス
で
廃

棄
物
の
埋
め
立
て
処
理
を
行
っ
た

場
合
、
埋
め
立
て
処
理
場
は
全
国

平
均
で
あ
と
8

・

5

年
分
し
か
も

た
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
家
電
製
品

は
収
集
に
手
聞
が
か
か
る
う
え
、

処
理
施
設
で
の
破
砕
も
難
し
い
た

め
、
再
利
用
で
き
る
資
源
が
た
く

ダイオキシン類の
測定結果について
川内町では、清掃センタ ーのダイオキシ

ン類測定を毎年実施しており、 12年11月に

実施した調査結果をお知らせします。

焼却施設からの排ガス中のダイオキシン

類の排出濃度は、 1 m
3

中 14ナノグラムで 、

1 m
3

中80ナノグラム以下という環境基準を

下回 っ ていました。 なお、 11 年11 月に実

施した時の結果は17ナノグラムでした。

これは、 4 月からごみを細かく分別して

出していただいている結果だと思われます。

IUJでは、今後も施設の適正管理に努めて

いきます。 ご家庭におかれましても、次の

ようなことを守ニっていただき、ダイオキシ

ン類を出さないようお願いします。

さ
ん
合
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
な
い
ま

ま
、
埋
め
立
て
な
ど
で
捨
て
ら
れ

る
の
が
現
状
で
す
。

2
0
0
1

年
4

月
か
ら
ス
タ

ー

ト
す
る
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

(
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
)

は
、
こ
う
し
た
家
電
製
品
の
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
適
正
な
廃
棄

物
処
理
を
す
る
た
め
の
、
新
し
い

リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
で
す

。

寸1
リ

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
等

示
U

一を
払
わ
す
に
処
理
す
る

「
|
し

と
、
ど
う
な
る
の
?

-
司
圃
例
え
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
料

-
F
a・m
・
-
-

-
F
h
金
等
を
支
払
わ
ず
に
ご
み

の
集
積
場
へ
出
し
た
り
、
自
分
勝

手
に
処
理
(
焼
却
処
分

・

埋
立
て

処
分
・
放
置
な
ど
)
を
行
う
と
、

不
法
投
棄
等
に
該
当
し
処
罰
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
集
積
場
に
は
絶

対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

収

集
し
ま
せ
ん
。

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
清
掃
セ
ン
タ

ー

宮
9
6
6

・

4
9
8
9

川
内
町
健
康
セ
ン
タ

ー

宮
9
6
6

・

2
1
9
1

1.ごみを焼却する場合、法令で定められ

た構造を持つ設備を用いて、適正な管理

により行わなければならないため、野焼

きやドラム缶のような簡易な焼却炉で燃

やさないこと。特にプラスチックなど、

塩素系の製品を燃やさないこと 。

(野焼きは禁止されています二 周りの人の

迷惑にもなりますので止めてください。)

2. 分別・リサイクルに努められ、ごみを

出さない、燃やさないライフスタイルへ

転換すること。

3. 環境に配慮したダイオキシン類の発生

しにくい製品を購入すること 。

※ 1 ナノグラムは、 10億分の1グラムです。

-聞い合わせ先

川内町清掃センター

3966-4989 

ま
た
、

リ

サ
イ
ク
ル
の
流
れ

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
が
消

費
者

の
手
に
戻
っ
て
初
め
て

一
つ
の

輸
に
な
り
ま
す
。

ご
み
の
分
別

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
も
積
極
的
に
利
用
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

.使えるものをすく捨てたりせず 、
修理や部品交換して、長持ちさ
せる 。

@ 。

_-‘ー・ ー‘ , 
‘、一-‘一.‘‘‘

、

、 .‘‘--

オ惨

a 
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L 平成iR3年4月 1 日施行】

消費者契約法を
ごぞんじですか

4 月 1 日施行の消費者契約法は、消費者と事業者との情

報と交渉力の格差を是正するととで、消費者と事業者が締

結するすべての契約を適用対象としており 、 消費者の利益

を擁護し、公正な経済社会を実現することを目指しています二

規制の内容は次のとおりですが、 5 年後にその実施状況

を再検討することとされており、消費者に有利な運用例を

積み重ねて良い法律にしていく必要がありますので、 トラ

ブルが生じた場合には早めに相談してください。

.問い合わせ先・

・愛媛県生活センタ 一 (宮925-3700 )

・川内町役場総務課 (宮966-2222 )

規
制
の
内
容

川
契
約
の
取
消
が
で
き
る
場
合

ア
消
費
者
が
「
誤
認
」
し
て

契
約
し
た
と
き

・
事
業
者
が
事
実
と
異
な
る

こ
と
を

告
げ
た

・

事
業
者
が
不
確
実
な
こ
と

を
断
定
的
に
述
べ
た

※
以
上
は
商
品
の
質
な
ど
の

内
容
、
価
格
な
ど
の
取
引

条
件
等
の
重
要
事
項
に
関

す
る
も
の
の
み
適
用

・

事
業
者

が
、
消
費
者
の
利

益
に
な
る
こ
と
だ
け
言
っ

て
、
不
利
益
な
事
実
を
故

意
に
消
費
者
に

告
げ
な
か

っ
た

イ
.

消
費
者
が
「
困
惑
」
し
て

契
約
し
た
と
き

・

消
費
者
が
帰
っ

て
ほ
し

い

と

言
っ
た
の
に
、

事
業
者

が
帰
ら
な
か
っ
た(

不
退
去
)

・

消
費
者
が
帰
り
た
い
と
言

っ
た
の
に
、

事
業
者
が
帰

し
て
く
れ
な
か
っ
た(

昨皿
替
市
)

※
取
消
権
の
時
効
は
、
契
約

クーリンク、・オフと

なにが遣うの?

クーリ ング・オフは、 訪問販売などで契約 し

た場合に 、 一定期間(訪問販売では8日間)内

であれば、 無条件で解約できる制度です。

消費者契約法では、 事業者の箇誘内容に問題

があって、 困惑 したり 、 勘違いして契約したと

気がついたときから 、 6 力月の聞は、 取り消し

ができます。 また、 不当な契約条項も、 その部

分のみ無効になります。

取り消し ・ 無効になった場合、 消費者 ・ 事業

者双方で元に戻す (原状回復) 義務があります。

か
ら
五
年
あ
る
い
は
取
消

が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た

と
き
か
ら
六
ヵ
月

無
効
に
な
る
契
約
条
項

.

事
業
者

の
債
務
不
履
行
や

不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠

償
責
任
の
全
部
又
は

一
部

を
免
除
す
る
条
項

・
契
約
の
目
的
物
に
隠
れ
た

暇
庇
が
あ
る
場
合
、
消
費

者
に
生
じ
た
損
害
賠
償
責

任
を
免
除
す
る
条
項

・

解
約
損
料
が
、
平
均
的
な

額
を
超
え
る
部
分

(2) 

-

消
費
者
が
支
払
期
日
に
遅

れ
た
場
合
の
損
害
賠
償
額

を
予
定
す
る
条
項
で
、
未

払
い
額
に
対
す
る

金
利
が

年
一
四
・

六
%
を
超
え
る

剖
分

・

信
義
誠
実
の
原

則
に
反
し

て
消
費
者
の
利
益
を

一
方

的
に
害
す
る
条
項

••••••••••••••••••••••• 
こ
れ
か
ら
は
消
費

者
も
「
自
己

責
任
」
が
問
わ
れ
ま
す
。

契
約
を

す
る
と
き
に
は
、
も
う

一
度
内
容

を
確
認
し
、
よ
く
理
解
し
て
か
ら

決
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。

広報かわうち平成 1 3年4月号
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川
内
町
の

。
。

ょうこそ i

'"内町の
ホムベ νヘ l

あ t.たは
。

人自の1;客帰です.

"-'Munu-. 

静町長の

4月2日より 、 川内

町の公式ホームページ

が開設されます。

川内町の情報を満載

したホームページでま

皆様のアクセスをお待

ちしております。

-川内町の公式ホームページアドレス

hUp:llwww.hime.ne.jp/...kawauchil 

-ホームページに関する問い合わせ先

企画調整課

日
身
体
に
障
害
を
持
つ
人
、
戦
傷

“
病
者
、
精
神
に
障
害
を
持
つ
人
、

・

十
八
歳
未
満
で
身
体
に
障

害
を
持

• 
-

っ
て
い
る
人
と
生
計
を
同
じ
く
す

• 
-

る
人

・
:
が
所
有
す
る
車
に
は
、
軽

-
・

自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま

• 
-

す
0

• • • • • • • • • • • • • • • • • • 8966-2222 

東温消防等事務組合予算査定

県町村会定期総会

四国森林管理局地元説明会

北条市温泉郡救急医療対策協議会

総務文教常任委員協議会

中予地域人権啓発活動ネッ トワーク協議会設立総会

納税組合長会

町内ク ロ ッケ一大会

老人保健連絡協議会

地域農政研修会

国保連合会総会

県同和協会定期総会

中予広域水道企業団議会

山鳥坂ダム建設推進協議会総会

松山養護老人ホーム事務組合議会

松山広域福祉施設事務組合議会

松山衛生事務組合議会

東町L高等学校卒業式

川内町・重信町衛生組合議会

水道事業運営審議会

温泉郡北条市及び松山市共有地組合会議

衆議院議員村上誠一郎氏財務副大臣就任祝賀会

自衛隊入隊入校予定者激励会

重信町 ・ 川 内 IIIJ消防出初め式

川内トンネル安全祈願祭

面河村議会との懇談会

保健衛生実践会役員会

公共下水道整備特別委員会

東温消防等事務組合議会

保健福祉常任委員会

議会運営委員会

川内町土地改良事業連絡協議会

2/13 

2/14 

2/15 

2/16 

2/19 

2/20 

2/21 

2/22 

2/23 

2/26 

2/27 

2/28 

3/1 

3/2 

3/3 

3/4 

3/5 

3/6 

3/7 

3/8 

3/9 

@自動車税の
減免手続きについて議会ωうごき;
-4月20日ま℃、に

減免申請を~
0問い合わせ先
役場税務課宮966-2224

た
だ
し
、
普
通
車
で
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
、
軽

自
動
車
税
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

ま
た
、
障

害
の
程
度
に
よ

っ
て
は

、

減
免
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
四
月

二
十
日

ま
で
に
役
場
税
務
課
で
申

請
手
続

き
を

し

て
く
だ
さ
い

。

口
持
っ
て
く
る
も
の

印
か
ん
、
運
転
免
許
証
、
自
動

車
検
査
託
、
身
体
障
害
者
手
帳

(
戦
傷
病
者
手
帳
)、

療
育
手
帳

ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
通
院
通
学
等
の
証
明

書

な
ど

議長

議長

議長・常任委員

全議員

議長

議長

保健福祉委員長

組合議 員

関係議 員

議長ほか

関係議員

議長ほか

議長・特別委員

組合議 員

議長・常任委員

議長・運営委員

昨l予地区 i町村議会議長会研修

体育協会バレーボール大会

総務文教常任委員協議会

愛媛県町村議会議長会総会

山鳥坂ダム推進協議会総会

社会福祉協議会理事会

社会福祉協議会評議委員会

川内町・ 重信町衛生組合議会

水道事業運営審議会

重信町・川内町消防出初め式

国保運営協議会

面河村議会との懇談会

公共下水道整備促進特別委員会

東温消防等事務組合議会

保健福祉常任委員会

議会運営委員会

2/14 

2/18 

2/19 

2/21 

2/27 

2/28 

3/1 

3/2 

3/4 

3/5 

3/6 

3/7 

3/8 

3/9 
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一
ユE
ス

こんなとき 持参するもの

他の市区町村から転入してき
転出証明書、 印かん

加入す
たとき

健康保険などを脱退したとき 健保の離脱証明書、 印かん

る 子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳、印かん
と
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、 印かん=、年ー

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

{也の市区町村へ転出するとき 保険証、 印かん

脱退 健康保険などに加入したとき 国保と健保の保険証、 印かん

す 死亡したとき
保険証、死亡を証明するもの、

る 印かん

と 生活保護を受けるようになっ 保険証、保護開始決定通知書、 l
き たとき 印かん

外国籍の人が脱退するとき 保険証、 外国人登録証明書

退職者医療制度に該当したとき 年金証書、保険証、印かん

住所、世帯主、 氏名などが変
保険証、印かん

わ っ たとき

そ 世帯を分けたり 、 緒にした
保険証、印かん

とき
の 保険証をなくしたり 、 破損し 使えなくな っ た保険証、 身分

他
て使えなくな っ たとき を証明するもの、 印かん

修学のため 、 子どもが他の市
保険証、在学証明書、 印かん

区町村に住むとき

長期出張などで別個の保険証
保険証、印かん

が必要なとき

※世帯主本人が署名する場合は、印かんが不要な場合もありますミ

+ 

-J.fn去ヨ副個個師ま語司.

-
・
・
・
・
・
・
・
・
・

H

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
届
け

日

宅

・
・
・
・
・
・
・
・
・

“

周
囲
国
明
日

出
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な
い
給
付

H
M

回
国
市
川

1
1
4
1

…
も
あ
り
ま
す

。

…

・
1

J
a
-

-国
保
の
届
け
出

…日
間
口
れ
じ
日
十
日

U
…
-老人
保
健
の
届
け
出

…4
月
旧
日

i
m奴
う
対象に

国
保
に
加
入
脱
退
す
る
と
き

…け
出
を
出
し
ま
し
ょ
う

。

…0
満
苅
歳
に
な
っ
た
ら
っ…
\z
f
i
a

は
、
世
帯
主
が
届
け
出
を
し
な
け

日
日
日
一

舵
空
気
ぷ
道

一併
用喧色

、

い
つ
か
ら
老
人
保
健
で
お
医
者

…
一
4
4
r

生

E
a

一「

…
さ
ん
に
か
か
る
の
か
と
い
う
と
、

…

/
1
\
J

ra
g

-

初
歳
の
誕
生
日
の
次
の
月
か
ら
に

・

…
0
「
寝
た
き
り
な
ど
の

な
り
ま
す
。

人
」
と
は
?

た
だ
し
、
月
の
初
日

(
1日
)

日

が
誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
か
ら
に

日

「
寝
た
き
り
な
ど
の
人
」
と
い

日

な
り
ま
す
。

日

う
の
は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

4

月
l

日
生
ま
れ
の
人
目

方
で
市
区
町
村
長
か
ら
認
定
を
受

↓

4

月
か
う
対
象
に
…
け
た
人
の
こ
と
で
す

。

日

O
身
体
障
害
者
手
帳

(
1級
1
3

級
と
4

級
の

一
部
の
方
)

・

O
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

(1
級
1
2

級
)

.問い合わせ先

国保・老保・介護保険 ・年金

- 福祉 課(宮966-2223 )

建築・・ ... ..建設 課 (宮966-3287)

交通安全 . ...総務課(宮966-2222 )

図書ー 一 ... 中央公民館(宮966-4721 )

図
書
室
だ
よ
り

図
書
寄
贈
の
お
礼

• 森
好

美
様

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

••••••••••••••••••••• 
窃叩~肉

広報かわうち平成 1 3年4月号
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O
療
育
手
帳

(
Aま
で
)

O
国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金
・

障
害
(
福
祉
)
年
金

(1
級
か
ら
2

級
)

臼
歳
以
前
か
ら

寝
た
き
り
な
ど

の
状
態
の
人
は
、
日
歳
に
な
っ
て

認
定
を
受
け
た
日
の
次
の
月
か
ら

、

ま
た
臼
歳
を
す
ぎ
て
寝
た
き
り
な

ど
の
状
態
に
な
っ
た
人
は
、
認
定

を
受
け
た
日
の
次
の
月
か
ら
(
い
ず

れ
も
、
月
の
初
日
な
ら
そ
の
月
か

ら
)
老
人
保
健
で
お

医
者
さ
ん
に

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

…
0
老
人
保
健
の
届
け
出

の
し
か
た

叩
歳
の
誕
生
日
が
き
た
ら
、
必

日

ず
比
日
以
内
に
市
区
町
村
へ
「
老

υ

人
保
健
法
資
格
取
得
届
」
を
提
出

日
し
て
、
「
健
康
手
帳
」
と
「
医
療

日
受
給
者
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く

日

だ
さ
い
。

寝
た
き
り
な
ど
の
場
合
は
、
白

川
歳
に
な
っ
た
ら
、
市
区

町
村
に
申

.

請
し
、

認
定
を
受
け
た

上
で
交
付

日

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

こんなとき 届け出に必要なもの いつまでに

70歳になったとき 保険証 14EI 以内に

寝たきりなどの人が65歳
国民年金証書、身体障害

になったとき 。
者手l阪または医師の診断 すみやかに

65歳をすぎて寝たきりな
書、保険証

どになったとき

転出するとき 健康手11援・医療受給者証 すみやかに

転入してきたとき 保険証
転入後

14 日 以内に

区域内で住所が変わった 健康手 1 1長 ・ 医療受給者証
14日以内に

とき と保険証

加入している医療保険が 健康手帳・医療受給者証
14日以内に

変わ っ たとき と新しい保険証

生活保護を受けるように
健康手l限 ・ 医療受給者証

なったり、医療保険の加
と保 I~尖証

すみやかに
入資格を失ったとき

死亡したとき
死亡した人の健康手11援 ・

14 日以内に
医療受給者記

こんなときは~す市区町村ヘ届け出を!

-
/

・
・
・
・
・
・
・
・
・

“

犬
の
散
歩
)

、
I
E

園
田
市
-
R
H

3
.

日
常
的
に
行
わ
れ
る
家

事
の

j

i
-
-
4

i

l
|
υ

範
囲
を
超
え
る
行
為

-介
護
保
険
Q
&
A

…

(
家
具
の
移
動
修
繕
模

.
d
f

-=
E
A
E
E
E

H

様
替
え
、
大
掃
除

・
窓
の
ガ

コ
む

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に

υ

ラ
ス
拭
き
)

:

・

厄
川
」
来
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
…

日
す
が
、
介
護
保
険
の
中
で
庭
の
掃
口

、

・

0

.

.

.

.

.

.

.
 .
 

H

除
や
居
室
の
掃
除
な
ど
は
し
て
く

υ

』
曙
白
薗

，
a
1

目
、

4
a
司
圃

4・
・
・
圃

日
れ
ま
す
か
。
日

理
固
介
護
保
険
制
度
の
中
で
、

…
圃有
利
℃
安
心

'
E

ホ
l

ム
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
が

一
:

;

ー
『
h
T
S
E

…
家
事
援

助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
…
圃

J
目

S
Z
E

H

行
為
は
、
次
の
よ
う
な
場

合
と
な
日

平
成
日
年
度
の
国
民
年
金
保
険

っ
て
い
ま

す
o

H

料
は
月
額
1
3

、

3
0
0

円
で
す

o

H

O
対
象
と
な
る
も
の
い

国
民
年
金
保
険
料
を
1

年
分
ま

利
用
者
に
か
か
る
調
理

、
衣
類

日
と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

の
整
理
、
洗
濯
、
掃
除
、

買
物
日
保
険
料
が

割
引
き
さ
れ
有

利
に

H

O
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
日

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
何
か
と
忙

日

1
.

家
族
の
た
め
の
行
為
、
家
族

υ

し

い
方
に
は
、
手
聞
が
省
け
、
納

が
行
う
の
が
適

当
な
行
為

日

め
忘
れ
も
な
く
な
り

ま
す
。

(利
用
者
以
外
の
調
理
・

衣

日
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

4

類
整
理

・
洗
濯

・

買
物
、
利
日
月

2

日
か
う
4

月
6

日
ま
で
に
役

用
者
が
使
用
す
る
居
室
等
以
日
場
福
祉
課
年
金
係
(
宮

9
6
6

・

外
の
掃
除
、

車
の
洗
車

・

掃

H
2
2
2
3
)
h

除
)

日
へ
お
申
し
.

…
2

.

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
、
行
わ
な
…
出
く

P

〕

く
て
も
日
常
生
活
に
支
障
が

日
だ
さ

/
安
E
G

な
い
と
判
断
さ
れ
る
行
為

υ

い
。

(
庭の
草
む
し
り
、
水
や
り
、

日

な
お
、

陥.つ
る
パ
ラ
と

つ
る
草
花
で
楽
し
む

立
体
ガ
l

デ
ニ
シ
グ

成
美
堂出

版
編
集
部
・
編

つるパラと 画面
医つる軒62凶
掛かテニング

歯車
つる草花を取り入れた庭のセンスア
ップのコツを紹介。

a 
広報かわうち平成 13年4月号



日

な
っ
て
い
ま
す

。

…

・
J
・
・
・
・
・
・
・
・
・

H

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
次
に
多
い

-
h
f
i
;
:

』i
n
n
-

危
院
な
乗
り
方
は
や
め
る

こ
の
改
正
法
で
は
、
都
市
計
画

日
隆
昭
置
闇

=
R
h
E
H

の
が
自
転
車
で
日
万
人
を
超
え
て

い

日

区
域
外
に
お
け
る

一
定
規
模

(
1
H

，

.
‘

:
R
4
1

司
唱
・
日

い
ま
す
。

3

番
目
の
原

付
よ
り
、

日

飲
酒
運
転
、
ジ
グ
ザ
グ
運
転
、

…
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
予
定
)
以
上
の
開

…
E
4
月
6
H
1

日
日

…
約
4

万
4

千
人
多
い
計
算
に
な
り

…
二
人
乗
り
な
ど
は
禁
止
さ
れ
て
い

…
発
行
為
に
つ
い
て
開
発
許
可
が
必

…
園春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

…
ま
す
。

…
ます

。

ま
た
、
道
路
標
識
等
で
通

日

要
と
な
る

こ
と
、
市
街
化
調

整
区

日
・
…

平
成
日
年
「
春
の
全
国
交
通
安

…
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
歩
道
で

日

域
と
な
っ
た
時
点
で
す
で
に
宅
地

日

平
成
ロ
年
中
の
交
通
事
故
発
生

日

全
運
動
」
で

は
、
「
自
転
車
の
安

…
も
、
歩
行
者
の
妨
げ
に
な
る
よ
う

円

で
あ
っ
た
土

地
に
お
け
る
建
築
行

日

件
数
は
9
3

万
1

、

9
3
4

件
で

日

全
利
用
の
推
進
」
と
「
シ
l

ト

ベ

日

な
運
転
を
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
o

H

為
が
許
可
不
要
と
さ
れ
て
い
た
既

日
し

た
(
人
身
事
故
に
限
る
)
。

こ

日

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト

の
着

目
、

H
X
J
-

…
存
宅
地
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

…
の
う
ち
死
者
数
は

9
、

0
6
6

人

…
用
の
徹
底
」
に
重
点
を
置
い
て
い

…
、
伊
予
白
・
明
以

…
な
ど
、
開
発
許
可

制
度
が
見
直
さ

…
で
、
負
傷
者
数
は

1
1
5
万
5

、

…
ま
す
。

…
タ
〆
〆
付
、
A
川
リ4

ー

ソ
シ
ペ
ド

k
y
f

H

れ
ま
す
。

…
6
9
7

人
で
し
た
。

前
年
と
比
べ

…
「

」

曽

y
γ
む
K
U
R
K
c


年

一
}
一
・
司
令
内

ν
3
1

ノ
丙

H
U
L
l
h
1
2

こ
れ
ら
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
…
る
と
、
死
者
数
は
6
0

人
、
発
生

…

日
一
併
一
…

a
p
t
eト
巳
「
講
叶
柏
山
市

J
-

…ペ
l
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

…
傷
者
数
は
1
0

万
5

、

3
0
0

人

…

H

三
…
タ
ハ

H
u
m
当

日

参
考
に
す
る
か
、
ま
た
は
役
場
建

…
と
いず
れ
も
増

加
し
ま
し
た
。

発

…

昨
豆…

日

設
課
(

宮
9
6
6

・

3
2
8
7
)
日

生
件
数
は
8

年
連
続
で
過
去
最
悪

日
一
白

一
日

年
一E
n
-
-
時
停
止
は
必
す
守
る

…
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

…
の
記
録
を
更
新
し
、

負
傷
者
数
も

…
一

寸
一

タ
タ
一

-
一

・
j
・
・
・
・
・
・
・
・
・

…
{
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
日

2

年
連
続
で

1

0
0

万
人
を
超

日
間

一L
H

一
時
停
止
の
標
識
の
あ
る
と
こ

-
E
E
R

…
Z
R
\
\左
足
き
ち
「
旦
O
Zヨ
2
U\

…ぇ
、
最
悪
の
数
値
に
な
り
ま
し
た
。

…
則

市
一
府
一

…ろ
、
見
通
し
の
悪
い
曲
が
り
角
や

・

米
空
一

一
一

-
1
1

…
♀50
5
5
0

否
問
\
否
σ
2

\

…
4
月

6

日
か
ら
日
日
ま
で
は
、

…
備

時
三…狭
い
道
路
か
ら
広
い
道
路
に
出
る

圃
改
正
都
市
計
画
法

…
g
z
E

\
吉
母
5
3

…
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
で

…
既

一
輪二
と
き
は

、
必
ず

一
時
停
止
し
て
、

-
開
発
許
可
関
係
)
に

…

i

…
す
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

|

…
問

時
干一
一
…
左
右
の
安
全
を
確
か
め
ま
し

ょ
う
0

.

関
す
る
お
知
ら
せ

υ
1

イ
l

…
|
こ
の
こ
と
を
再
認
識
し
て
、
こ

…
状

ヨ
…

都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法

…

U
ヨ
…
の
機
会
に
改
め
て
交
通
事
故
防
止

…

三

…

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成

…
一
車
一

宇
…
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

…

百
二

'
z
v可
パ

・
・

年
一動
一
-

U
年
法
律
第
乃
号
。

以
下
「
改
正

…
『

甘
い
・
・

2

一日
二

引r
mw
…
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

υ

一
」
一

法
」
と
い
う
。

)
が
、
平
成
ロ
年
5

…

F
開
引
・
日

年
三

「E
『
引u
v
h
H

・

2

一
一

一

月
四
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成
日
年

…
ケ
日

交
通
事
故
の
状
態
別
死
傷
者
数

日

仁

5
月
四
日
に

施
行
さ
れ
る
予
定
と

“

‘

υ

で
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
自
動
車

日

保
険
料
は
4

月
2

日
か
ら
4

月
幻

日
ま
で
に
納

付
願
い
ま
す

。

毎月納めた場合と前納じた場合の保険料比較表

て三 定額保険料 定額保険料+付加保険料
(13 ，300円 ) ( 13 ， 300円 +400円)

毎月納めた ( 13 ，300円 X 1 2 ヵ月) ( 13 ，700円 X 1 2 ヵ月 )

場合 159，600円 164，400円

前納した
156，770円 161 ，480円

場合

割引額 2，830円 2，920円

広報かわうち平成 1 3年4月号
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死傷者数

7∞，0∞ 

600,000 

5∞瓜旧

4∞，OC旧

3∞o∞ 

2∞，0∞ 

100,000 

。



.,. 平成 13年度

..~，. 狂犬病予防注射
料金表

E~請す長~・~..i冒

‘砂 原ひ畜犬量録
5，850円
(内訳注射料 2.850円\

登録料 3.000円ノ

狂犬病予防法により飼い犬の所有者は、生後91 日以上の犬について毎年
l 回の狂犬病予防注射と生涯一度の登録が義務づけられています。 本年度
におきましでも集合の狂犬病予防注射及び畜犬登録を行いますので、飼わ
れている犬の予防注射と登録を近くの場所で必ず受けてください。

-Ij ..... ~さ首長孟町cu信園

2，850円(注射料のみ)

※なお、注射料には、注射済票
交付手数料が含まれています。

(犬の登録は、登録をしていない方のみです。 )

4 月 24 日(*l 4 月 25 日(水) 4 月 26 日同 4 月 27 日幽

9:30-
川 内保育園前

9:30-
横凋l 団地集会所

9:30-
天引1 1 住宅

9:30-
保免集会所

9: 50 9:55 9:50 9:50 

9:55-
中之 IIIJ 集会所

10: 00-
前松瀬川公民館

9:55-
商組青年会館

9:55-
j:1I川電話中継所

10: 05 10: 15 10: 10 10:05 

10: 10-
町西公 民館

10: 20-
原集会所

10:15-
揚 和tl 干':1:

10:10-
IUI 盟集会所

10:25 10:25 10: 20 10:25 

10:30-
高須賀薬品店

10:30-
鳥の子集会所

10:25-
束中村集会所

10: 30-
北八 l幡集会所

10:40 10:35 10:35 10:50 

10:45-
南方東公民館

10: 40-
三 J!FIー屋橋

10:40-
北 方公民館

10:55-
I IIJ 営茶堂団地

10: 55 10:50 11: 00 11: 10 

11:00-
板戸集会所

10:55-
三 [1[1'屋上バス停

11:05-
上海上バス停

11:15-
T!._q 中村集会所

11: 10 11: 05 11: 10 11: 25 

11:15-
向井川橋

11:10-
奥松Wi川公民館

11:15-
下海上集会所

11: 30- 松山市農協

11: 35 11: 20 11: 25 11: 50 川 上支所

11:40-
高木集会所

11 :25-
五柱や11 社

11: 30-
西古干11 集会所

13:00- ⑮~!Ij 之内
11: 50 11: 30 11: 45 13: 15 

13:00-
土谷札場

11:35-
川筋 木炭庫

13:00-
相1 問丸集会所

13:20-
則之内公民館

13:05 11: 40 13:15 13:35 

13:10-
土谷公民館

13:00-
東谷小学校

13:20-
四谷小学校

13:40-
永野集会所

13:20 13: 10 13: 30 13:45 

13:25-
落 出

13:15-
音 問杉原店

13: 35-
大根木バス停

13:50- えひめ中央農協

13: 30 13: 25 13: 40 14: 20 三 内支所

13: 35-
弥助成下

13:30-
河之内公民館

13:45-
井内公民館

14:25-
健康センター

13:40 13: 35 13:55 14: 45 

13: 45-
郷 入 口

13:40-
狩場バス停

14:00-
井内西集会所

13:50 13:50 14: 10 

13:55-
生活改善センター

13:55-
白猪屋店

14: 20-
北 11\lパスイ亭

14: 00 14:05 14:25 

14:10-
海上車庫

14:10-
近藤慾男宅下

14: 35-
平集会所長14: 15 14: 15 14:45 r圏e、 ~ 、

f司、

14:20- モヲ
14: 30 

日滑i 集会所

ア t⑫伝主君民

平成 13年4月号広報かわうち
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力説ラLiItート

おさかな

キャラバン隊
が川上幼稚園に

お魚の普及活動のため、 “ お魚、キャラパン隊"

( 7 人)が川上幼稚園を 2 月 20 日、訪れました。

わかりやすく魚を紹介 した紙芝居や人形劇がは

じめに上演され、園児の興味をヲ | いた後、園庭に

出て、 実際に魚、に触れる体験も行われました。

恐る恐る魚、に触れてみる園児や、魚、をわしづか

みにする園児など、国庭には、子どもたちの歓声

が響いていました。

2 月 1 6 日、松山地方局で

開催された平成12年度の省

資源・住民活動推進大会に

おいて、吉本久雄さんがバ

レーボー ルの普及発展と、

スポー ツを通じて連帯感に

満ちた地域社会づくりに貢

献したことが認められ、愛

媛県コミュニティ推進協議会松山地方協議会長

より活動優良者表彰(スポー ツ部門)を受賞 し

ました。

く問内クロッケ一
大会結果〉

・ 優 勝 …・・・ IUJ 東 2

・ 準優勝 ……南方西 1

・ 第 3 位 …… IUJ 東 4

・ 敢闘賞……井内東 1

碓認しながら

魚、に触れる

園児

••••••••• 

町内クD~7-
yoグ 大会

••••• 2 月 2 1 日、第 15回IlU'内クロ ッ ケ一大会が、重信

川河川敷のふれあい広場で開催されました。

参加者94人で、競い合った試合の結果は、以下

のとおりです。 (左下)

平成 13年4月号広報かわうち

ぬ



力説ラl.J iftート
・・ 1 J 1 1 1 1 1 J 1 I 1 1 J 1 1 1 1 1 1 1 J 1 1 111 I 1 

地域農政研修会
63人の聴講者を集め、地域農政研修会が 2 月 23 日、

中央公民館で開催されました。

研修会では、宇和町の女性認定農業者第 l 号の松浦

愛子さんの「プロの農業者として水田に夢を描く ~21

世紀農業・これが私の生きる道~ J と題した講演が

あり、稲作経営改善、家族経営協定など松浦さんが取

り組んでき

た足跡を、

情熱的な語

り口で聴衆

に語 りかけ

ていました。

••••••••••••••••••••••••• 

内
保
育
園

お
ゅ
う
ぎ
会 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

し
い
た
け

づ
く
り

o
e
で

韓
国
国
際
交
流

愛媛県剣道連盟と韓国

剣道連盟との親善交流が

3 月 29 日 ~4 月 l 日、韓

国で、行われます。

川内町からは、その交

流団員として、 川内中学

校 2 年の高須賀寛、伊藤

太一の 2 選手が参加しま

す。

交流団は、小学生・中

学生 ・ 一般の計43人で、

韓国でも剣道熱が高 く、

レベルも 高い仁川 (インチョン ) 剣道連開と

親善交流試合などを行い、交流を深めます。

人口約300万人

会員約4，000人

仁川市

仁川剣道連盟

3 月 1 1:1 、 恒例となりましたしいたけ植えつけ作業

が西谷小学校体育館で、行われました。

まずはじめに、しいたけ植えつけ作業の指導をして

いただく愛媛県の職員の方から、作業の手JIJi'Iについて

説明を受け、さっそく作業開始。

くぬぎの原木にドリルで穴を聞ける作業、開けた穴

にしいたけ菌を植えつける作業をそれぞれ体験。

慣れない作業に戸惑いながらも、楽しそうに取り組

んでいました。

川内中学校2年

高須賀寛

ぬ
広報かわうち

川内中学校2年

伊藤太一

平成 13年4月号



力説ラじiItート

三
月
四
日

、

重
信
町
の
重
信
中
学
校
体
育
館
で
平
成
十
三
年

重
信
町
・
川
内
町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

天
候
不
良
の
た
め

、

体
育
館
で
行
わ
れ
た
出
初
式
で
は
、
服

装
点
検
や
消
防
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

川
内
町
関
係
の
消
防
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者
は

、

次
の
と
お

り
で
す

。

け
川
川J
T
I
」

τ
7
m
回

整
内
と
川
団

然
た
防

企
整
し
消

‘服装点検を
受ける消防

団員。

表
彰

(敬
称
略
)

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

第
八
分
団
分
団長

高
杉

忠

第
七
分
団
班
長
佐
伯
鬼

代
孝

渡
部

橋白渡十
本 戸 部亀

宏政正
等 一 近行

第
八
分
団
班
長

本
部
団
員

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

佐戒東近名高
伯能 藤越 市

雅利 才徳正富
敏通 ー 繁浩男

O
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

第
五
分団
副
分
団
長

花
山

政
夫

第
三
分
団
班
長
大

窪
篤

紀

第
四
分
団
班
長
渡
部
俊

康

第
八
分
団
班
長
菅

野
正
文

本
部
団
員

近
藤
照
雄

第

一
分
団
団
員

奥
村

朝
美

第
二
分
団
団
員

越
智
清

高

第
三
分
団
団
員

近
藤

岩
志

第
六
分
団

団
員
今
井

和
美

第
七
分
団
団
員

坂
口
洋

徹

O
川
内
町
長
表
彰

本
部
団
員

本
部
団
員

第

一
分
団
団
員

第

一
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団

員

第
六

分
団
団
員

O
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

マ
功
績
章

第
五
分
団
分
団
長

マ
勤
続
章

第
七
分
団
副
分
団
長

第
五
分
団
班
長

第
六
分
団
班
長

第
七
分
団
班
長

佐坂城戒宇亀越 桑
伯本 戸 能 高 田 智l 原

元 幸 俊詞 尚 泰修
寄 助 喜 祐道之司治

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

佐
伯

享

渡
部
雅
治

森
浩
田
井
野
行
村

戸r
J
『叶
J
'

F
E


ι
T'
叶
V
'

活
克

O
川
内
町
長
感
謝
状

井
内
上
城

戸
ヨ

シ
子

(
披
露
)

O
消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

マ
永
年
勤
続
功
労
章

副
団
長
重

松

O
日
本
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

マ
精
績
章

第
六
分
団
分
団
長
菅

久
雄

広報かわうち平成 1 3年4月号
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力説ラLiItート

l偲衆に諮りかける

ように話された

俳優沼田曜ーさん

の“むかし語り"

愛媛県バレーボール協会の

優秀選手貫を受賞ノ

3 月 8 日、 川上小学校体育館で、「むかし語り」と「和

太鼓演奏」が行われました。

俳優沼田 l曜ー さんをお招きしての「むかし語り 」 には、

雪の舞う寒い日にもかかわらず、大

勢の人が詰めかけました。

聴衆に身を乗り出し、静かに、と

きにはアクションつきで言苦られる日

本の民話。 聴衆は、民話の世界へと

引き込まれていました。

むか し語りの後は、児童による和

太鼓演奏や日本古来の楽器紹介など

もあり、日本の文化を再認識した日

でした。

3 月 11 日、松山コ ミュ ニテ イセンタ ー

で愛媛県優秀選手賞の授与式があり、 川

内町から川上小学校 6 年の武田愛子、 戸

井由香里、松本莱々の 3 選手が選ばれま

した。

川上スポー ツ少年団バレーボール部で

の活躍が認められたものですが、 3 選手は、「受賞

は、チーム全体でいただいたものと思っています」

と口を揃えま した。

3 月 1 7 日、 川 内中学校体育館で

卒業証書授与式が行われ、 卒業生

127人(男 64人 ・ 女63人)が、 3 年

間の思い出を胸に巣立ちました。

平成 13年4月号 広報かわうち

川
内
申
学
絞

川上小 6年

松本菜々

年
里
e

香
ド
由
主
井
川
戸

川上小 6年

武田愛子

3 月 15 日、 )11 上小学校でタ イ ムカプセ

ルセレモニーが行われました。

卒業を間近に控えた 6 年生が、校庭

の隅に設けられたタイムカプセルに思

い出の文集やアルバム 、 CD を入れ、

ふたを閉じま した。

このタイムカプセルが聞くのは、 8 年

後の成人式です。

未
来
の
自
分
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

タ
イ
ム
カ

ぬ



「みんなのひろば」に耳寄りな情報を

お寄せください。

(役場総務課広報係 宮966-2222)

-
月
1

回
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
よ

日
時

4

月
8

日
刷

午
前
8

時
加
分
集
合

場
所

中
央
公
民
館
1

塩
ヶ
森

内
容

月
1

回
。

4

月
は
桜
を
見
る

た
め
8

日
制
に
、
5

月
か
ら

は
、
月
末
の
日
曜
日
に
決
め

ま

す
。

心
の
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
・

健
康
づ
く

り
と
い
う
同
じ
思
い
の
人
達
が
集
ま

り
、
交
流
を
深
め
、
自
己
の
体
力
に

合
わ
せ
て
自

由
に

歩
き
ま
す
。

し
た

が
っ
て
解
散
は
自
由
と
な
り
ま
す
。

平
成
日
年
度
は
、
毎
月
、
塩
ヶ
森

の
自
然
の
う
つ
ろ
い
に
ひ
た
り

ま
し

ょ
う
よ

。

男
女
、
老
若
、
年
齢
は
聞

い
ま
せ
ん
。

こ
の
趣
旨
に

賛
同
く
だ

さ
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

-
平
成
旧
年
度
婦
人
会
総
会

日
時

4

月
日
日
間
午
後

1

時
1

場
所
川

内
町
中
央
公
民
館

大
ホ
1

ル

総
会
議
事
、
実
践
発
表
、

レ

ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
立
食
(
お

内
容

ゃ
っ
程
度
)
に
て
交
流
。

記

念
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
勺

ロ
年
度

・

日
年
度
役
員
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
会
員
さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

よ
い

家
庭
づ
く

り
、

よ
い
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
考

、
え
土
品
、
し
ょ
、
つ
レ
ふ

。

「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す

。

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す

。

-
4

月
ポ
力
シ
づ
く
り

日
時

4

月
却
日
同
午
後

2

時
j

場
所

中
央
公
民
館
に
て

-
花
い
っ
ぱ
い
運
動

桜
の
園
の
桜
が
大
き
く
な
り
、
今

年
は
見
事
な
桜
の
庭
に
な
り
ま

し
ょ

う

。

花
見
前
に
、
桜
の
下
や
周
り
を

き
れ
い
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ど

な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

3

月
白
日
出

午
前
8

時
叩
分
1

場
所

桜
の
園(

産
業
道
路
を
南
へ
直
進
)

内
容

午
前
8

時
初
八
刀1

日
時

草
刈
り
や
土
お
こ
し

午
前
日
時
j

花
見
(
お
弁
当
を
用
意

い
た
し
ま
す

)

土
手
の
草
刈
り
を

し
て

く
だ
さ
る

男
性
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

2・

J叉

サ
一
向

川
内
吟
社
三
月
例
会
報

ミ
モ
ザ
咲
く
花
の
明
る
き
松
の
蔭

釣
糸
の
あ
そ
ぶ
流
れ
や
描
柳

湯
沸
の
音
聞
く
安
堵
花
入
手

春
日
傘
く
る
く
る
閑
を
も
て
余
す

河
川
款
の
石
の
ぬ
く
も
リ
春
の
空

こ
の
瀬
音
幼
な
馴
染
み
よ
描
柳

ラ
イ
バ
ル
は
よ
さ
友
な
リ
し
卒
業
す

穫
リ

残
す
畑
の
青
菜
や
斑
雪

陽
に
映
え

T

一
込
す
艶
あリ
描
柳

点
滴
の
音
な
き
音
や
冴
え
一
込
る

居
太
き
白
品
像
残
し
卒
業
す

耳
遠
き
妻
へ
ピ
ど
か
ぬ
初
音
か
な

熊
田

慶
一
報

広報かわうち

矢
野
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久
枝

近
藤

慶主千
一 税春

己
町、
ヲ
干J

ム
プ
m
sEEI 

和
田

幸
子

十市

ム
口
f
「
4

、v
t

-
』

菅 池
野)11 

斗水
清穂

/J、
メ入
居

静
波

大
下

典
子

ぬ

高
瀬

河
口H
牛
F

n
日
H

-
3
-

池
川

胴
ノ、

-r:J 

2 月 16 日、たばこ組合川内支部の会員

20人が白猪の滝駐車場や遊歩道などの清

掃活動を行いました。

白猪の滝の氷結シーズンも終わり、この

清掃活動で、辺りはきれいになりま した。



むちアずしの
・霊嚢

川
内
村
青
年
団
発
足
大
会

川
内
町
新
誌
に
「
昭
和

二
九
年
、
川
上

・

三
内

岡
村
の

合
併
問
題
が
起
こ
り

、
両
青
年
団
長
(
川

上
村
1

菅
野
斗
清
、

三
内
村
l

高
須
賀
義
則
)
も

合
併
委
員
と
し
て
協

議
に

参
画
し
、
遂
に
昭
和

三

O
年
四
月
、
川
内
村
誕
生
、
こ
こ
に

川
内
村
青
年

団
発
足
・
:
」
の記
述
が
あ
り
ま
す
。

ま
さ
に
こ
の
時
の
川
内
村

青
年
団
発
足
記
念
に

撮
ら
れ
た

写
真
で
す
。

記
念
写
真
に
は
、
セ
ー
ラ

ー

服
や
学
生
服
の
若
者
を
は
じ
め
、

男
女
合
わ
せ

て
百
人
を
超
え
る

青
年
団

員
ら
が
写
っ
て
お
り
、

当
時
の

若
者

の
エ
ネ
ル
ギ

ー

が
伝
わ
っ

て
き
そ
う

な
写
真
で
す
。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を
!

“桜三里"の名の由来と

な っ た源太桜。 町指定天然

記念物で樹齢 300 年のこの

桜は、旧金毘羅街道沿いにあります。

j原太桜は 2 本あり、 高 さは、 2 本とも

17m。 幹周は、 2.88m と 2. 15mで、す。

4 月の開花期には、次のとおり“源太

桜まつり " を開催します。 みなさんのお

越しをおf寺ちしております。

・日時 4 月 1 日(日)午前 9 時30分~

・場所 土谷公民館

・イベン卜内容

ウォーキング源太桜 ( 1.650m) 、もち

まき ( 14時) 、カラオケ大会、甘酒無

料サービス、お楽しみ抽選会、 農産物

即売バザー、投句箱設置ほか

・主催 ふるさと桜三里会実行委員会

.問い合わせ先宮966-5767 佐伯

り

川
柳
も
づ
く
吟
社
三
月
例
会
報

高
瀬

き
っ
ち
リ
ピ
服
整
え
て
面
接
日

信
用
は
無
い
が
才
智
の
利
く
男

薄
味
に
馴
れ
て
グ
ル
メ
に
あ
わ
ぬ

ロ

味
噌
汁
の
お
替
リ
を
す
る

二
日
酔
い

信
用
を
、
さ
れ
て
我
が
身
に
荷
が
重
い

へ
そ
く
リ
へh信
じ
た
仲
が
ゆ
ら
ぎ
だ
し

塩
加
減
味
に
丸
み
を
添
え
て
く
れ

正
念
場
き
っ
ち
リ
詰
め
て
印
を
押
す

信
用
は
あ
ま
リ
し
て
な
い
村
け
の
客

噛
じ
っ
た
ら
父
さ
ん
の
す
ね
甘
か
っ
た

宿場日満C 五
月
例
会
の
ご
案
内

題所時

五
月

五
日

午
後
七
時

半

中
央
公
民
館

緑
・

晴
れ

・

噂

Gめでとニミ字
。，r〆ノ)..ミー〆

Z. て糸.

喜
撰
亭
選

菅
野

美
与P
三ヨ

大
島

平
岡

深
舟

友
親

山
本
ひ
ろ
志

紫
温

主
J

コ

別
主
け
吋

高
岡

山
本

紫
芳

篠
森
美
登
里

岡
本

品
九
ト
L

}古川
μ
一
-

高
瀬
喜
撰
亭

来月 号は 5 月 生 まれの満1歳児を募集 し

ます。 4 月 5 日までに役場総務課広報係

へ、 写真とコメントをお寄せください。
実

ぬ
広報かわうち平成 13年4月号



インフォメーション

平
成
百
年
度
国
家

公
務
員
採
用
試
験

[大学卒業程度]

申込受付期間
試 忠実 の 種 類

郵送受付 持参受付
第l次試験日

国家公務員採用 I 種試験 6 月 10 日(日)

国家公務員採用 E種試験 4 月 3 日(火) 5 月 1 EI(x) 7 月 1 日(日)

国税専門官採用試験 ~ ~ 

労働基準監督官採用試験 5 月 10 日(木) 5 月 10 日休) 6 月 17 日(日)

法務教官採用試験

航空管制官採用試験 7 月 26 日(木)~8月 9 日休) 9 月 23 日(日)

[高校卒業程度]

言式 15免 の 種 j兵 申込 受 付期間 第l次試験日

海上保安学校学生採用試験 (特別) 4 月 12EI (木)- 4 月 20 日 恰) 5 月 27 日 (日)

国家公務 員 採用 E 種試験 6 月 20EI (水.)- 6 月 27 日体) 9 月 2 EI ( 日)

刑務 官 採用 試 験 9 月 16 日 (日)

入国 警 備 官 採用試験

皇宮 護衛 官 採用試験 7 月 26 日休)-8 月 9 日休)
9 月 23 日 (日)

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験 8 月 30 日 休)- 9 月 11 日 (j<)
10月 27 日 (土)

気 象大 学校 学生採用試験 10月 28 日(日)

口
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
6
0

・
0
0
6
8

高
松

市
松
島
町
1

の
げ
の
お
人

事

院
四
国

事
務
局
第
二
課
試
験
係

宮
0
8
7

・

8
3
1

・

4
7
6

5
ま
で

園
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

園
募
集

口
試
験
日

5

月
初
日
凶

・

5

月
幻
日
側

口
受
付

4
月

9

日
開
1
5

月
日
日
樹

口
応
募
資
格

辺
歳
以
上
部
歳
未
満

口
給
与
等
(
一
般
幹
部
候
補
生
)

・

幹
部
候
補
生
期
間
中

q
L
1
A
O
O
 

4
0
0

円

・
1

年
後
3

尉
(幹
部
)に
昇
任

2
4
7

、

5
0
0

円

-

ボ
ー

ナ
ス
年
3

回

(6
月

・

ロ
月
・
3

月

)
計
4

・

百
ヵ
月

口
休
暇
等

夏
・

冬
・

春
季
に
、
そ
れ
ぞ
れ

2

週
間
前
後
の
連
続
休
暇
が
あ

り
、
完
全
週
休
2

日
制

口
衣
食
住

官
舎
、
独
身
寮

口
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

(宮

9
4
7

・
3
0
4
0

)
ま
で

一母
子
家
庭
の
母
や
子
女

等
が
、

就
業
に
必
要
な
技
能
や

資
格
を
身

に
つ
け
、
よ
り

有
利
な
条
件
で
就

職
す
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
及
び
ワ

ー

プ
ロ

講
習
を
実
施
し
ま
す

。

口
申
込
受
付
期
間

4
月

2

日
同

午
前
9

時
か
ら

4

月
日
日
幽
正
午
ま
で

口
受
講
料

無
料

(教
材
費
自
己
負
担
)

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

講
習
期
間

・

申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
松

山
市
中

一
万
町
7

の
3

愛
媛
県
母
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

(宮
9
3

1

・

1

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン

講
習
受
講
生
募
集

ロ ー・・
日
人
権
相
談
所

主
寸

円
M
H
H

4

月
4

日
体

午
後
1

時
1
4

時

口
場
所

川
内
町

中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地

・

借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め

・

体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委

員

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月
・
火

・

水
・

金
曜
日

午
前
8
時
却
分
j

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

(無
料

・

秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談宮

9
6
6

・

6
1
5
0

広報かわうち平成 13年4月号
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インフォメーション

一先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地
等
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛

生
勤
務
に
服

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
、
並
び
に
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
う
ち
慰
労
給
付
金
未
受
給

者
の
方
に
対
し
て
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

書
状
の
贈
呈
は
、

請
求
に
基
づ

い
て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、

書
状
の
請
求
を
さ
れ
る
方

は
、
総
務
省
大
臣
官

房
管
理
室
へ

直
接
請
求
書
類
を
送
付
し
て
く
だ

え
』
い。

口
請
求
期
限

平
成
日
年
3

月
白
日
ま
で

口
請
求
書
類
の
送
付
及
び
聞
い
合

わ
せ
先

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護

看
護
婦
・
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
皆
様
へ

干
l

o
o

-

8
9
2
6
東
京
都

千
代
田
区
霞
が
関
2

の
1

の
2

中
央
合
同
庁
舎
2

号
館
8
F

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業

務
担
当
(
宮
0

3

・

5
2
5
3

-
5
1
8
2
直
通
)

銃
砲
万
剣
類
の

登
録
審
査

銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
場
合

は
、

警
察
署

へ
の
発
見
届
出
後
、

す
み
や
か
に
発
見
者

(所
有
者
)

自
身
が
銃
砲
万
剣
類
を
持
参
し
、

登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

口
日
時

毎
月
第
3

水
曜
日

・

万
剣
類
日
時

1

日
時
ま
で

・

銃
砲
日
時

1

同
時
ま
で

口
会
場

愛
媛
県
庁
内
会
議
室

口
問
い
合
わ
せ
先

持
参
品
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保

護
課
(
宮
9

3
4

・
3
2
2
9

)

ま
で一従

来
の
郵
便
局
窓
口

事
務
に
加

え
、
郵
便
局
外
務
職

員
が
住
民
票

等
の
申
請
用
紙
や
送
付
用
封
筒
、

手
数
料
に
必
要
な
定
額
小
為
替
等

を
申
請
者
の
自
宅
へ
お
届
け
す
る

等
の
サ

ー
ビ
ス

が
4

月
1

日
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

。

こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
外
務
職
員

が
通
常
の
配
達
作
業
の
途
中
で
立

ち
寄
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、

郵
便
局
外
務
職
員
に
よ
る

「
住
民
票
等
郵
送
サ
ー
ビ
ス
」

そ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

手
順
は
、

①
申

請
用
紙
、
役
場
等

へ
の
送
付

用
封
筒

・

返
信
用
封
筒
の
お

届

斗
ノ

②
手
数
料
の
た
め
の
定
額
小
為
替

と
郵
送
用
切
手
の
お
届
け
及
び

申
請
書
等
を
封
入
し
た
郵
便
物

の
お
預
か
り

③
役
場
等
か
ら
の
住
民

票
等
が
納

入
さ
れ
た
郵
便
物
の
配
達

と
な

っ

て
お
り
、
役
場
や
郵
便

局

ま
で
出
向
け
な
い
が

急
を

要
し
な

い
方
、
高
齢
者
の
方
へ
の
サ

ー
ビ

ス
の
提
供
を
い
た
し
ま
す

。

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
郵
便
局

(宮
9
6
8

・
2

2
0
0

)

口 圃圃園

田
春
の
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

主
寸

4

月
間
ぬ
日
出1
4

月
初
日
開

口
会
場

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ

ー

(重
信
町
下
林
)

… 

口
内
容

花
と
花
壇
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
趣

味
園
芸
展
、
押
し
花
展
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
展
、
花
の
種

・

ポ

ッ
ト
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
花
の
お

絵
か
き
、
花
と
緑
の
相
談
コ

ー

ナ
ー
、
ふ
る
さ
と
市
コ
ー
ナ
ー

及
び
バ
ザ
l

、
フ
ラ
ワ

ー

オ
ー

ク
シ
ョ
ン
な
ど

ロ ・・・・・
日 自

衛
隊
松
山
駐
屯
地

創
立
相
周
年
記
念
行
事

ヰ
す

n
n
μ
 

5

月
初
日
刷

.4月ごみの収集目・
清掃センター

O

土
寸

(
j
5

土寸

1
1

ム
n
H
H
1

l

ム

H
H
H

電話 966-4989

収集曜日 収 集 地 域 収集変更白文は収集休止日

月・木
東谷-西谷-土谷 j骨川 4 月 30日開)は

奥松瀬川・天神 5 月 1 日(*lに収集
昨井一

北方策・北方西・南方東
火-金

南方西
週 変更なし

7]<.土
町西・町東 (天神を除く )

山田・横灘団地・前松瀬川

1 もえるごみ

口
場
所

陸
上
自

衛
隊
松
山
駐
屯
地

口
内
容

記
念
式
典
、
訓
練
展
示
、
ジ
ー

プ
試
乗
、
駐
屯
地

一
般
公
開
な

〉
」

[問い合わせ先]
松山駐屯地(宮 975-0911 )

2. もえないとみ・有資源回収

収集地域
ベットボイトルー ガフス空ピン鋪

有置諦回程 空き缶額もトやさレないも頚の 蛍光灯掴 乾電池額

東谷西谷・土谷・滑川
4/2(月) 4 /9(月) 4 / 16 (月) 4 / 23 (月)

奥松瀬川・天神

北南方東東 ・ 北方西 4/3 (火) 4/10(火) 4/17(火) 4/24(火)方 南方西

町西・町東(天神を除()
4 / 4 (水) 4/11゙.K) 山田 ・ 横灘団地 4/1S(水) 4/25(水)

前松瀬川

ぬ
広報かわうち平成 13年4月号



4周信書康闘E
-健康センター宮966・2191

0乳幼児相談
日時 毎週水曜日午前 9 時~12時
場所 健康セ ンタ ー l 階

内容 身体計測、育児相談
持参晶 母子健康手帳

E蓋霊Eヨ
O健康相談・栄養相談
血圧 ìJ!iJ 定、尿検査を行っています。 健康に関すること
はお気軽にご相談ください。

日時 毎週水曜日 午前 9 n寺 ~121時
場所 健康セ ンタ ー l 階運動指導室

。ところの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄 りの痴呆等の相談を
お受けしています。

日時 4 月 13 日倹)午後 2 時~4 時

場所 健康セ ンタ ー及び家庭訪問
(注) 予約制ですので、 事前に保健婦までご連絡くだ

さい。

E誠辺lZilm~嗣同;~DJI

日時 毎週月曜日午前 8 時30分~ 9 U寺
場所 健康センタ ー

持参晶 印鑑、登録をしている犬は鑑札、
狂犬病予防注射済票

す不幸な犬をつく うない為にも、 繁殖を希望しない場合は、
不妊 ・ 去勢手術に努めましょう 。

*狂犬病予防注射と犬の登録について

集合の狂犬病予防注射 (毎年受けること)と 登録
(生涯 I 度) を 4 月 24 日 ・ 25 日 ・ 26 1:1 ・ 27 日の 4 日間
実施します。 なお、日程等詳細! は 9 ペ ー ジをご覧く
ださい。

国産亘書

日 時 対象児と注意事項

手iaE毘重Cコh 

4 月 10 日附 3 ヵ 月 ~7 歳 6 ヵ 月の者。

午後 21時~3 時 ※百日 n去にかかったと とがある方は二稲混合 (ジア
テ リ ア 破傷風) を受付で申 し出てください。

炎本脳日 4 月 18 日休) 6 ヵ 月 ~7 歳 6 ヵ 月の者。

午後 2 時~3 時 ※標準的には、 3 蔵で 21EI 、 4 歳で l lBlの合計 3 回
を受ける必要があります。

麻
4 月 20 日幽

午後 21侍~3 時
1 歳~7 歳 6 ヵ月の者

疹

場所 健康センタ ー 2 階

持参晶 母子健康手|帳、予防接種手11張、体ìJl\t ;fí- 1 ー

ぬ

世界保健デー

(4月フ日 )

目玉雌E聞週 (診療時間:午前 9 時~午後 5 時)

日 当番医 住 所 電話

1 日(日曜日} 泉 11g 平| 川 内 111] 南方 966-2226 

B 日(日曜日} 国立療養所愛媛病院 重信 IIrJ 横河原 964-2411 

15日(日曜日) LLI ヰミ 戸、l 平| 川 内 111] 北方 966-2066 

22日(日曜日) 藤本内手| クリニ ッ ク 重信 111] 検河原 960-5500 

29日(みどりの日) JII ?荷 |淀 松山市南梅本町 976-7811 

30日(振替休日) ji事 石 f荷 |淀 重信 1 11] 志津川 964-1234 

自分や家族の健康づくりのために
食生活を見なおしてみません力三

毎日の暮 らしの中に生活習慣病 - がん、高血圧、

糖尿病、 高脂血症等々…の原因がかくれています。

食生活改善講座に参加して、自分の家族の健康を見

なおしてみませんか。

内 容/健康づくり、生活習慣病に関する講義、実

技指導、調理実習

日程/平成13::::1三 5 月~平成14年 2 月 (10回コ ース )

月 1 回の予定 午前 9 U寺 30分~午後 1 fI寺

場所/川内 11IJ健康センタ ー

修了者/10回仁1:1 8 回以上出席した方を修了者とし、

修了証書と記念品をさしあげます。

お申し込み・

お問い合わせは/

川内町健康センタ 一

栄養士河端まで

TEL 966-2191 

平成 1 3年4月号 広報かわうち



健康センターか5
(+ 7 人)

(:t 0 人)

(+ 7 人)

(+ 9 戸)

町の動き (3 月 1 日現在)
人

男

女

世帯数

11 ，283人

5，332人

5 ，951 人

3 ，896戸

口

即断~lIj可fJ杢週

0 1 歳 6 ヵ月児健康診査
日時 4 月 19 日休)
受付 午後 1 11寺~2 時

場所健康センタ ー 2 階

対象児 平成11年 8 月 . 9 月 . 10月 生 まれの幼児

内容 身体計測、問診、貧瓜1検査、 小児科 診察、 歯科診察、
保健指導(栄養 ・ 歯科)

国子健康手l帳、アンケート (事前に送付します。 )

0育児相談
日時 4 月 24 1:1 (1ﾖ 

受付 午前 9 時~10時

場所健康センター 1 階

対象児 平成 12年 9 月 ・ 10月、平成12年 2 月 . 3 月生まれ

の乳幼児

( 6 ・ 7 ヵ月児、 l 歳 1 ・ 2 ヵ月児)

身体計測、発達チェック、保健指導、栄養指導

母子健康手帳、アンケート (事前に送付します。 )

0育児学級
日時 4 月 24 日(火)
受付 午後 1 11寺~2 時
場所健康センタ ー 1 階
対象児 平成12(. 1三 12月、 平成 13年 1 月、 平成12年 5 月. 6 月

生まれの乳児 ( 3 ・ 4 ヵ月 児、 10 ・ 11 ヵ月児)

身体計測、発達チェック、小児科診察、

保健指導、栄養指導
母子健康手帳、アンケート

持参晶

容
晶参

内
持

住 所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

板 ]コ 高須賀清一 78 2.4 lljjj須賀清一

ガリラヤ荘 中本 愛子 92 2.7 林 愛子

ガリラヤ荘 白戸年政 79 2.10 白戸年政

北 八 麟 平日J弘元 正 60 2.14 手[1泉元正

小 坂 大原喜子 71 2.14 大原 俊文

北 八橋 #111川俊長 84 2.15 細川俊長

有E 二にと3 佐伯トミヱ 76 2.15 佐官j 政美

三 !jFl 屋 篠森セツ ヨ 79 2.16 rifìi森指[1-

則之内 架悶直之 63 2.19 架庇l 直之

~!lJ 之内 宇和川秀明 66 2.23 宇和l川秀 19'J

iilr之内昔 悶 伊東仁性 82 2.23 伊東仁性

女ごめい福をお祈りいたします

。士、

白内

平成13年3月 10日現在

昨 i1三 比

+ 4 
2 

+ 13 

(松山南量産察署管内)

交通事故の発生状況

本年

340 

(事前に送付しま す。 )持参晶
-死者 1 名は、横断高齢歩行者
.夜間は反射材で自己防衛を
-道路の横断は横断歩道・歩道橋の利用を

“
台
地
の
よ
う

な
"
そ
ん
な
印

象
を
受

け
た
の

が
ヨ
ソ
山
山
行
。

川
上
の

平
野

部
か
ら
は
、
間
近
に
見
え
る
北
方

の
山
々
も
、
歩
い
て
み
る
と
、
な

か
な
か
そ
の
頂
き
に
近
づ
け
な
い
。

こ
の
北
方
の
南
に
面

し
た

高
台
は
、

日
当
り
が
よ
く
、

東
に
石
鎚
連
峰
、

西
は
松
山
平
野
、
遠
く
は
伊
予
灘

の
島
々
ま
で

一
望
で
き
る
。

原
始
、
古

代
の
遺
物
も
出
土
し
、

古
く
か
ら
拓
け
て
い
た
こ
と
も
、

う
な
づ
け
た
。

表紙の写真
3 月 11 日、遂にふるさと交流館の入館者が100

万人を突破しました。 100万人目は、松山市南久

米IIIJの左京理恵さん親子で大西町長より 記念品が
贈られました。

ぬ
広報かわうち平成 13年4月号



NO.60 
••••••• 調隠••••••• 

① ヨソ山山頂にある反射板。
ヨソ山からは、重信町の山之内の山々や高縄山
がよく見える。

② 重信町との境に点在する fJ 川上村」の境界石。

③ 登りの途中、木立の聞からは、西谷口かう井内
方面が一望できる。

-所要時間
西之側

2時30分

ヨ ソ山

2時20分

鳥ノ子

三
月

三
日
、
か
わ
う
ち
探
検
隊
は
ヨ
ソ
山
に
ア
タ
ッ
ク
し
た

。

西
之
側
か
ら
尾
根
伝
い
の
コ

ー

ス
で
ヨ
ソ
山
を
目
指
す

。

登

り
始
め
の
山
道
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ
が
生
い
茂
り
、
そ
れ
を
か
き
分

け
な
が
ら
松
林
の
中
を
進
む

。

途
中
、

二
本
目
の
鉄
塔
の
下
に

出
た
と
こ
ろ
で
小
休
止

。

北
方
の
山
は
、

急
坂
が
な

い
分
、
ダ

ラ
ダ
ラ
と
長
い
山
道
が
続
き
、
見
た
目
よ
り
奥
が
深
い

。

靴
の

ひ
も
を
締
め
直
し
、
再
び
ヨ
ソ
山
目
指
し
歩
き
出
す

。

少
し
"
や

ヨ
ソ
山

ぶ
こ
ぎ
“
を
し
て
出
た
尾
根
道
を
西
進
し
、
笹
竹
の
生
い
茂
る

ヨ
ソ
山
に

着
い
た
時
は
、
十
二
時
を
過
ぎ
て
い
た

。

ヨ
ソ
山
の
山

頂
は
な
だ
ら
か
で
広
く
、
山

之
内
の
山
が
迫
っ

て
見
え
、
遠
く
に
は
高
縄
山
も
顔
を
出
し
て
い
る

。

山
頂
で
の
畳
食
も
慌
し
く
済
ま
せ
、
い
そ
ぎ
経
座
ヶ
森
経
由

で
下
山
す
る
。

経
座
ヶ
森
ま
で
は
ス
ム

ー

ズ
に
下
山
で
き
た
が
、

こ
こ
か
ら
は
地
図
に
な
い
道
を
行
く

。

先
達
の
印
し
た
赤
い
テ

ー

プ
を
頼
り
に
進
む

と
、

鉄
塔
に
出
た
。

こ
の
後
は
滑
り
落
ち

そ
う
な
道
が
九
十
九

折
に
な

っ
て
い
て
、
本
当
に
滑
り
な
が
ら

山
を
下
り
、
仏
生

川
の
源
流
近
く
の
沢
に
出
た

。


